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Terrell L. Root（1924〜1997）

30年間に治療した3,000以上の症例をもとに、Level Anchorage System（LAS）を確立した。LASは矯正

学的不正咬合の重篤度における7つの要因それぞれを数値化し、その分析により治療ステップを決定する

診療システムである。

表紙絵：島本和則、芝岡聡史（ソフィア歯列矯正歯科医院）
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